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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
高エネルギー現象における- ドロンの振舞いを知る上で,最近電子による核子の深非弾性散乱の実験で
明らかになった Bjorkenのスケーリング則の成立は,理論的にきわめて興味深い｡ このスケーリング則
を最も簡潔に与える- ドロンの模型として,いわゆるパートン模型なるものがある｡それによると,核子
はよく知られた複合模型による措像とは全く違って,無数個の,スピンJiの構造のない自由粒子-パート
ンから構成されている｡パートンのこの自由粒子的振舞いは,Yang-Milsのゲージ場の理論の必然的帰
結として合理的に説明される可能性がその後指摘されるに及んで,上のスケーリング則の成立は,-そう
重要視されるようになってきた｡
しかし最近,反応エネルギーの-そう大きな実験が進むにつれて,このスケーリング則が規則的に破れ
はじめることが,上述の電子一核子の深非弾性散乱,ならびに中性微子によって誘された核子反応におい
て確認されるに至った｡ところでこのようなスケーリング則の破れの出現を予見する理論的試みは以前か
らいくつかなされてきた｡それによるとパートン自身,窮極的な点状粒子でなく,一足の構造をもってお
り,電子が粒子に与える仮想光子の波長がこの拡 りと同程度になる高エネルギー反応においては,その構
造がスケーリング則の破れとして現われることを主張する｡
申請論文はこのような観点に立って,この構造をパートンの複合粒子的構造として把え,複合粒子の場
の理論を用いて,スケーリング則の破れのメカニズムを明らかにした｡すなわち場の理論の立場 か ら見
て,パートンの複合構造が端的に現われるのは,パートンが光を吸収する際の形状因子,ならびにその光
から得た大きなエネルギーをもって走る/ミー トンの伝播関数を通じてである.申請論文は,後者の伝播関
数に着目する｡すなわちこの伝播関数は一般に自由粒子の伝播関数を,質量についての一定の重み関数で
重ねあわせることによって表現できる｡複合粒子であることの特徴は,この重み関数の,質量無限大にお
ける漸近的性質に本質的に関係する｡申請論文は従ってこの重み関数の漸近的振舞いを定量的に表わすあ
る試行関数形を採用して,スケーリング則がいかにエネルギー変数とともにくずれるかを具体的に明らか
にした｡その導出の過程には高度の数学的処方が必要とされるとともに,それぞれ特徴的なエネルギー領
域の設定と,それに妥当な近似方法の採用には,適確な物理的洞察が要請されるが,申請論文はこの課題
を見事に遂行している｡その結果,スケーリングの破れについてきわめて興味深い理論的予見を導いてお
り,今後の実験的検証に多くの示唆を与えている｡
以上の研究成果は,高エネルギー物理学の発展に重要な寄与をもたらすものと言うことができる.
よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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